
あったか
手話教室

あげお お土産・観光センター

ア
ッ
ピ
ー

暮
ら
し

平
方
公
民
館
の
臨
時
休
館

受
変
電
設
備
の
老
朽
化
に
伴
う

改
修
工
事
の
た
め
、
令
和
3
年
1

月
21
日
㈭
〜
31
日
㈰
は
臨
時
休
館

し
ま
す
。
※
臨
時
休
館
は
工
事

の
進
捗
状
況
に
よ
り
延
長
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
�
平
方
公
民

館
�
726
―

3
4
4
6
・
�
726
―

3
9

9
1

障
が
い
者
無
料
法
律
相
談

110
番｢知

的
障
害
に
つ
け
こ
ま
れ
て
、

お
金
を
だ
ま
し
取
ら
れ
た
｣｢病
院

や
施
設
の
手
続
き
の
た
め
、
成
年

後
見
制
度
を
利
用
し
た
い
｣｢支
援

を
し
て
い
る
障
害
者
が
、
相
続
の

こ
と
で
困
っ
て
い
る
｣な
ど
の
悩

み
が
あ
る
人
を
対
象
に
、
弁
護
士

が
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
相
談

に
応
じ
ま
す
。
�
12
月
9
日
㈬

10
〜
16
時

�
障
害
の
あ
る
人
と

家
族
、
福
祉
関
係
者
な
ど
【
相

談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
】�
866
―

1
2
5

5
・
�
866
―

1
2
5
7

�
埼
玉

弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
�

710
―

5
6
6
6
・
�
837
―

2
8
9
8

高
齢
者
・
障
が
い
者
の

た
め
の
成
年
後
見

無
料
電
話
相
談
会

�
12
月
12
日
㈯
10
〜
16
時

�
司

法
書
士
に
よ
る
無
料
電
話
相
談

（
成
年
後
見
の
申
立
て
の
手
続
き
、

知
的
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
財
産

管
理
、
専
門
家
に
よ
る
年
金
の
管

理
な
ど
）
【
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
】�
872
―

8
0
5
5（
当
日
だ
け

通
話
可
）
�
埼
玉
司
法
書
士
会

事
務
局
�
863
―

7
8
6
1

河
川
な
ど
の
異
常
水
質
事
故

防
止
に
ご
協
力
を

油
や
薬
品
を
河
川
や
水
路
、
側

溝
に
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
油

や
薬
品
が
河
川
な
ど
に
流
れ
る
異

常
水
質
事
故
が
発
生
す
る
と
、
魚

が
死
ん
だ
り
水
道
水
な
ど
の
取
水

に
影
響
を
及
ぼ
し
た
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

異
常
水
質
事
故
を
見
つ
け
た
場

合
は
、
速
や
か
に
県
中
央
環
境
管

理
事
務
所
ま
た
は
生
活
環
境
課
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
�
県
中

央
環
境
管
理
事
務
所
�
822
―

5
1

9
9
、
生
活
環
境
課
�
775
―

6
9

4
0
・
�
775
―

9
8
7
2

12
月
は

地
球
温
暖
化
防
止
月
間

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
2

（
二
酸
化
炭
素
）の
割
合
を
み
る

と
、
給
湯
や
冷
暖
房
、
電
力（
照

明
・
家
電
製
品
な
ど
）、
自
家
用

乗
用
車
か
ら
の
排
出
量
が
多
く
を

占
め
て
い
ま
す
。
暖
房
器
具
を
使

用
す
る
冬
場
は
特
に
多
く
な
り
ま

す
。
生
活
の
中
か
ら
余
分
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
を
抑
え
、
無
駄
の
な

い
賢
い
生
活
｢エ
コ
ラ
イ
フ
｣を
送

る
こ
と
で
、
地
球
温
暖
化
の
原
因

と
な
る
Ｃ
Ｏ
2

を
少
な
く
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
一
人
一
人
の
取

り
組
み
で
、
美
し
い
地
球
環
境
を

未
来
に
残
し
ま
し
ょ
う
。

●
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
の
実
施

冬
の

節
電
と
省
エ
ネ
対
策
と
し
て
、
市

の
公
共
施
設
で
は
暖
房
温
度
を
20

度
に
設
定
し
、
令
和
3
年
3
月
31

日
㈬
ま
で
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
�
環
境
政
策
課

�
775
―

6
9
2
5
・
�
775
―

9
8
7

2

年末年始のお土産や、親しい人へのごあいさつに、好きな
上尾のお土産をギフトボックスに詰める「選べるギフト」を贈
りませんか。 �12月1日㈫～28日㈪ �購入金額にかかわら
ず、ギフトボックスを無料で提供

市観光協会
ホームページ

あげお観光情報
市観光協会 �775―5917・�775―5024

年末年始のごあいさつに
上尾のお土産を！

ツイッター・インスタ
グラムも更新中！
＃上尾市観光協会

あげお お土産・観光センター
�宮本町3―2 A―GEOタウン2階
�780―2266
営業時間：10：30～18：30（㈪定休）

障害福祉課 �775―5315・�776―8872
日常生活で使える手話を一緒に学びませんか。市ホー

ムページでは手話動画を公開中です。
今月は「元気」を紹介します。

両肘を張り、両こぶしを同時に2回上下させる
元気
協力 上尾市聴覚障害者協会
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営業時間/10：00~21：00

0120-983-465
080-5423-4388
2-1-3

償
却
資
産
の
申
告
は

令
和
3
年
2
月
1
日
㈪

ま
で
に

毎
年
1
月
1
日
現
在
、
市
内
で

事
業
を
営
む
個
人
・
法
人
は
、
償

却
資
産
の
申
告
が
必
要
で
す
。
償

却
資
産
と
は
事
業
用
資
産
の
こ
と

で
、
税
務
会
計
上
、
減
価
償
却
資

産
の
対
象
で
す
。
た
だ
し
、
次
の

①
〜
⑤
の
資
産
は
申
告
不
要
で

す
。
①
土
地
・
家
屋
②
自
動
車

税
・
軽
自
動
車
税
の
対
象
車
両
③

無
形
減
価
償
却
資
産
④
耐
用
年
数

1
年
未
満
ま
た
は
取
得
価
額
10
万

円
未
満
で
、
国
税
の
申
告
時
に
一

時
損
金
と
し
て
計
上
し
て
い
る
⑤

取
得
価
額
20
万
円
未
満
で
国
税
の

申
告
時
に
3
年
間
の
一
括
償
却
で

処
理
し
て
い
る

※
④
⑤
の
国
税

と
は
、
法
人
税
・
所
得
税
の
こ
と

で
す
。【
申
告
方
法
】申
告
書（
昨

年
ま
で
に
申
告
の
あ
っ
た
事
業
者

に
は
12
月
中
旬
に
郵
送
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

可
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、令

和
3
年
2
月
1
日
㈪（
当
日
消
印

有
効
）ま
で
に
直
接
ま
た
は
郵
送

で
資
産
税
課（
〒
362
―

8
5
0
1
本

エ

ル

タ

町
3
―

1
―

1
）、
ま
た
は
ｅ
Ｌ
Ｔ

ッ
ク
ス

Ａ
Ｘ（
地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ

ム
）で

※
前
年
と
比
べ
て
、
償

却
資
産
に
増
減
の
な
い
場
合
や
申

告
す
べ
き
事
業
資
産
が
無
い
場
合

も
申
告
は
必
要
で
す
。
新
た
に
事

業
を
始
め
た
場
合
ま
た
は
申
告
書

が
届
か
な
い
場
合
は
、
資
産
税
課

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
ｅ

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
に
つ
い
て
は
地
方
税
電

子
化
協
議
会（
�
0
5
7
0
―

0
8

1
4
5
9
）に
問
い
合
わ
せ
る
か
、

同
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
�htt

ps
://w

w
w
.eltax.lta.go.jp

/
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
※
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
軽

減
を
希
望
す
る
場
合
は
、
償
却
資

産
申
告
書
と
併
せ
て
、
特
例
申
告

書
な
ど
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、『
広
報
あ
げ
お
』10
月

号
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
�
資
産
税
課
�

775
―

6
6
4
9
・
�
775
―

9
8
4
6

冬
の
交
通
事
故
防
止
運
動

冬
の
交
通
事
故
防
止
運
動
を
12

月
1
日
㈫
〜
14
日
㈪
に
実
施
し
ま

す
。
年
末
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
、

人
や
車
の
動
き
が
慌
た
だ
し
く
な

り
、
交
通
事
故
の
多
発
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。
一
人
一
人
が
交
通
事
故

を
起
こ
さ
な
い
と
い
う
意
識
を
強

く
持
ち
、
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
と

マ
ナ
ー
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

●
県
の
重
点
目
標

①
夕
暮
れ
時

と
夜
間
の
交
通
事
故
防
止
②
飲
酒

運
転
の
根
絶
及
び
危
険
運
転
等
の

防
止
③
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

●
市
の
重
点
目
標

自
転
車
の
交

通
事
故
防
止
と
マ
ナ
ー
の
向
上

●
Ｊ
Ｒ
上
尾
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
で

自
家
用
車
を
利
用
す
る
際
は
ご
協

力
を

年
末
に
か
け
て
利
用
者
の

増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
自
家
用

車
を
利
用
す
る
人
は
、
次
の
こ
と

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
乗
降
後

は
安
全
を
確
認
し
、
す
ぐ
に
発
進

す
る
／
長
時
間
の
駐
停
車
を
控
え

る
／
バ
ス
の
発
着
を
妨
げ
な
い
／

一
般
車
両
降
車
場
所
を
利
用
す

る
／
周
囲
を
よ
く
見
る

�
交
通

防
犯
課
�
775
―

5
1
3
8
・
�
775
―

9
9
2
7

次回の税などの納付期限
12月28日㈪

※『広報あげお』掲載の広告は、あくまでも営業広告であり、市として推薦、公認、販売促進などを行っているものではなく、内容
について市が責任を負うものではありません。

◇固定資産税・都市計画税…第4期
◇国民健康保険税 …………第6期
◇介 護 保 険 料 …………第6期
◇後期高齢者医療保険料 …第6期

便利で確実な口座振替をご利用ください。

納税課 �775―5135

広告広告

広告

ア
ッ
ピ
ー

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

パ
ソ
コ
ン
か
ら
の

確
定
申
告
に
ご
協
力
を

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
｢確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
｣で

は
作
成
し
た
申
告
書
を
、
自
身
の

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
か

イ
ー
タ
ッ
ク
ス

ら
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
で
送
信
で
き
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
に
も
、
自
宅
な
ど

か
ら
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ

コ
ン
で
の
確
定
申
告
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
ｅ
―

Ｔ

ａ
ｘ
は
次
の
①
②
の
い
ず
れ
か
の

方
式
で
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
方
式

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
ま
た
は
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
で
読
み
込
み
、
暗

証
番
号
を
入
力
し
て
送
信

②
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式

税

務
署
が
発
行
す
る
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス

ワ
ー
ド
を
入
力
し
て
送
信

※
Ｉ

Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
は
、
全
国
の
税

務
署
で
発
行
で
き
ま
す
。
自
動
車

運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認
が

で
き
る
物
を
用
意
し
て
く
だ
さ

い
。
※
年
明
け
は
税
務
署
が
混

雑
す
る
た
め
、
年
内
の
取
得
を
お

願
い
し
ま
す
。
�
市
民
税
課
�

775
―

5
1
3
1
・
�
775
―

9
8
4

6
、
上
尾
税
務
署
�
770
―

1
8
0

0（
自
動
音
声
案
内
の
｢2
｣を
選

択
）ス

ト
ー
ブ
火
災
に
ご
注
意
を

石
油
ス
ト
ー
ブ
や
電
気
ス
ト
ー

ブ
を
取
り
扱
う
と
き
は
、
次
の
こ

と
に
注
意
し
、
火
災
や
事
故
を
未

然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
機
器
の

取
扱
説
明
書
を
よ
く
読
ん
で
正
し

く
取
り
扱
う
／
ス
ト
ー
ブ
の
周
り

に
燃
え
や
す
い
物
や
ス
プ
レ
ー
缶

な
ど
を
置
か
な
い
／
ス
ト
ー
ブ
の

周
り
に
洗
濯
物
を
干
さ
な
い
／
ス

ト
ー
ブ
を
カ
ー
テ
ン
や
家
具
に
近

づ
け
て
使
用
し
な
い
／
給
油
は
必

ず
ス
ト
ー
ブ
の
火
を
消
し
て
か
ら

行
う
／
石
油
タ
ン
ク
の
キ
ャ
ッ
プ

が
閉
ま
っ
て
い
る
か
必
ず
確
認
す

る
／
点
火
時
に
灯
油
が
こ
ぼ
れ
て

い
な
い
か
確
認
す
る
／
部
屋
を
離

れ
る
時
に
は
、
ス
ト
ー
ブ
を
消

す
／
ス
ト
ー
ブ
は
火
災
を
防
ぐ
安

全
装
置
付
き
の
物
を
使
用
す
る

�
予
防
課
�
775
―

1
3
1
4
・
�

775
―

2
2
3
0

返済方法（割賦）

3カ月ごとの17回

3カ月ごとの13回

3カ月ごとの17回

貸付額

20万円

30万円

50万円

区分

国公立

私立

国公立

私立

高校・高専・
専修学校
（高等課程）
大学・短大・
専修学校
（専門課程）

上限所得の目安

600万円程度

770万円程度

550万円程度

740万円程度

世帯構成

両親と中学生（対象）の3人世帯

両親と中学生（対象）、小学生の4人世帯

両親と高校生（対象）の3人世帯

両親と高校生（対象）、中学生の4人世帯

対象

高校入学

大学入学

入入入入入入入入入入入入学学学学学学学学学学学学準準準準準準準準準準準準備備備備備備備備備備備備金金金金金金金金金金金金のののののののののののの貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸しししししししししししし付付付付付付付付付付付付けけけけけけけけけけけけ（（（（（（（（（（（（111111111111月月月月月月月月月月月月申申申申申申申申申申申申請請請請請請請請請請請請））））））））））））
高校（特別支援学校を含む）や高等専門学校（高専）、専修学校（一般課程を除く）、大学、短大に入学する人の保

護者に入学準備金を貸し付けます。※学校教育法に規定されていない各種学校は対象外です。 �次の①～④の
全てに該当する人①市内に1年以上居住し、市税を完納している②来年度に高校や高専、専修学校、大学・短大
への入学が確実な人の保護者である③入学準備金の調達が困難である④連帯保証人がいる 【貸付額】表1のとお
り 【世帯の上限所得の目安】表2のとおり �申請書と推薦書（いずれも教育総務課にある。市ホームページから
ダウンロードも可）に必要事項を記入し、住民票（申請者の世帯全員、本籍と続柄が記載されたもの、写し可）と、
連帯保証人が市内に居住していない人の場合は、連帯保証人の収入状況を証する物（所得証明書、源泉徴収票な
ど）と住民票（個人、本籍が記載されたもの、写し可）を用意して、令和3年1月5日㈫～20日㈬に直接、教育総務課へ

※世帯の所得状況などを審査し、予算の範囲内で貸し付けます（所得は税法
上の総所得金額）。

【表2】

教育総務課 �775―9469・�776―2250

※いずれも6カ月据え置き後に返済開始です（無利子）。

【表1】

広告広告
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営業時間/10：00~21：00

0120-983-465
080-5423-4388
2-1-3

償
却
資
産
の
申
告
は

令
和
3
年
2
月
1
日
㈪

ま
で
に

毎
年
1
月
1
日
現
在
、
市
内
で

事
業
を
営
む
個
人
・
法
人
は
、
償

却
資
産
の
申
告
が
必
要
で
す
。
償

却
資
産
と
は
事
業
用
資
産
の
こ
と

で
、
税
務
会
計
上
、
減
価
償
却
資

産
の
対
象
で
す
。
た
だ
し
、
次
の

①
〜
⑤
の
資
産
は
申
告
不
要
で

す
。
①
土
地
・
家
屋
②
自
動
車

税
・
軽
自
動
車
税
の
対
象
車
両
③

無
形
減
価
償
却
資
産
④
耐
用
年
数

1
年
未
満
ま
た
は
取
得
価
額
10
万

円
未
満
で
、
国
税
の
申
告
時
に
一

時
損
金
と
し
て
計
上
し
て
い
る
⑤

取
得
価
額
20
万
円
未
満
で
国
税
の

申
告
時
に
3
年
間
の
一
括
償
却
で

処
理
し
て
い
る

※
④
⑤
の
国
税

と
は
、
法
人
税
・
所
得
税
の
こ
と

で
す
。【
申
告
方
法
】申
告
書（
昨

年
ま
で
に
申
告
の
あ
っ
た
事
業
者

に
は
12
月
中
旬
に
郵
送
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

可
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、令

和
3
年
2
月
1
日
㈪（
当
日
消
印

有
効
）ま
で
に
直
接
ま
た
は
郵
送

で
資
産
税
課（
〒
362
―

8
5
0
1
本

エ

ル

タ

町
3
―

1
―

1
）、
ま
た
は
ｅ
Ｌ
Ｔ

ッ
ク
ス

Ａ
Ｘ（
地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ

ム
）で

※
前
年
と
比
べ
て
、
償

却
資
産
に
増
減
の
な
い
場
合
や
申

告
す
べ
き
事
業
資
産
が
無
い
場
合

も
申
告
は
必
要
で
す
。
新
た
に
事

業
を
始
め
た
場
合
ま
た
は
申
告
書

が
届
か
な
い
場
合
は
、
資
産
税
課

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
ｅ

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
に
つ
い
て
は
地
方
税
電

子
化
協
議
会（
�
0
5
7
0
―

0
8

1
4
5
9
）に
問
い
合
わ
せ
る
か
、

同
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
�htt

ps
://w

w
w
.eltax.lta.go.jp

/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
※
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
軽

減
を
希
望
す
る
場
合
は
、
償
却
資

産
申
告
書
と
併
せ
て
、
特
例
申
告

書
な
ど
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、『
広
報
あ
げ
お
』10
月

号
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
�
資
産
税
課
�

775
―

6
6
4
9
・
�
775
―

9
8
4
6

冬
の
交
通
事
故
防
止
運
動

冬
の
交
通
事
故
防
止
運
動
を
12

月
1
日
㈫
〜
14
日
㈪
に
実
施
し
ま

す
。
年
末
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
、

人
や
車
の
動
き
が
慌
た
だ
し
く
な

り
、
交
通
事
故
の
多
発
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。
一
人
一
人
が
交
通
事
故

を
起
こ
さ
な
い
と
い
う
意
識
を
強

く
持
ち
、
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
と

マ
ナ
ー
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

●
県
の
重
点
目
標

①
夕
暮
れ
時

と
夜
間
の
交
通
事
故
防
止
②
飲
酒

運
転
の
根
絶
及
び
危
険
運
転
等
の

防
止
③
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

●
市
の
重
点
目
標

自
転
車
の
交

通
事
故
防
止
と
マ
ナ
ー
の
向
上

●
Ｊ
Ｒ
上
尾
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
で

自
家
用
車
を
利
用
す
る
際
は
ご
協

力
を

年
末
に
か
け
て
利
用
者
の

増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
自
家
用

車
を
利
用
す
る
人
は
、
次
の
こ
と

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
乗
降
後

は
安
全
を
確
認
し
、
す
ぐ
に
発
進

す
る
／
長
時
間
の
駐
停
車
を
控
え

る
／
バ
ス
の
発
着
を
妨
げ
な
い
／

一
般
車
両
降
車
場
所
を
利
用
す

る
／
周
囲
を
よ
く
見
る

�
交
通

防
犯
課
�
775
―

5
1
3
8
・
�
775
―

9
9
2
7

次回の税などの納付期限
12月28日㈪

※『広報あげお』掲載の広告は、あくまでも営業広告であり、市として推薦、公認、販売促進などを行っているものではなく、内容
について市が責任を負うものではありません。

◇固定資産税・都市計画税…第4期
◇国民健康保険税 …………第6期
◇介 護 保 険 料 …………第6期
◇後期高齢者医療保険料 …第6期

便利で確実な口座振替をご利用ください。

納税課 �775―5135

広告広告

広告

ア
ッ
ピ
ー

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

パ
ソ
コ
ン
か
ら
の

確
定
申
告
に
ご
協
力
を

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
｢確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
｣で

は
作
成
し
た
申
告
書
を
、
自
身
の

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
か

イ
ー
タ
ッ
ク
ス

ら
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
で
送
信
で
き
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
に
も
、
自
宅
な
ど

か
ら
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ

コ
ン
で
の
確
定
申
告
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
ｅ
―

Ｔ

ａ
ｘ
は
次
の
①
②
の
い
ず
れ
か
の

方
式
で
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
方
式

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
ま
た
は
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
で
読
み
込
み
、
暗

証
番
号
を
入
力
し
て
送
信

②
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式

税

務
署
が
発
行
す
る
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス

ワ
ー
ド
を
入
力
し
て
送
信

※
Ｉ

Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
は
、
全
国
の
税

務
署
で
発
行
で
き
ま
す
。
自
動
車

運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認
が

で
き
る
物
を
用
意
し
て
く
だ
さ

い
。
※
年
明
け
は
税
務
署
が
混

雑
す
る
た
め
、
年
内
の
取
得
を
お

願
い
し
ま
す
。
�
市
民
税
課
�

775
―

5
1
3
1
・
�
775
―

9
8
4

6
、
上
尾
税
務
署
�
770
―

1
8
0

0（
自
動
音
声
案
内
の
｢2
｣を
選

択
）ス

ト
ー
ブ
火
災
に
ご
注
意
を

石
油
ス
ト
ー
ブ
や
電
気
ス
ト
ー

ブ
を
取
り
扱
う
と
き
は
、
次
の
こ

と
に
注
意
し
、
火
災
や
事
故
を
未

然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
機
器
の

取
扱
説
明
書
を
よ
く
読
ん
で
正
し

く
取
り
扱
う
／
ス
ト
ー
ブ
の
周
り

に
燃
え
や
す
い
物
や
ス
プ
レ
ー
缶

な
ど
を
置
か
な
い
／
ス
ト
ー
ブ
の

周
り
に
洗
濯
物
を
干
さ
な
い
／
ス

ト
ー
ブ
を
カ
ー
テ
ン
や
家
具
に
近

づ
け
て
使
用
し
な
い
／
給
油
は
必

ず
ス
ト
ー
ブ
の
火
を
消
し
て
か
ら

行
う
／
石
油
タ
ン
ク
の
キ
ャ
ッ
プ

が
閉
ま
っ
て
い
る
か
必
ず
確
認
す

る
／
点
火
時
に
灯
油
が
こ
ぼ
れ
て

い
な
い
か
確
認
す
る
／
部
屋
を
離

れ
る
時
に
は
、
ス
ト
ー
ブ
を
消

す
／
ス
ト
ー
ブ
は
火
災
を
防
ぐ
安

全
装
置
付
き
の
物
を
使
用
す
る

�
予
防
課
�
775
―

1
3
1
4
・
�

775
―

2
2
3
0

返済方法（割賦）

3カ月ごとの17回

3カ月ごとの13回

3カ月ごとの17回

貸付額

20万円

30万円

50万円

区分

国公立

私立

国公立

私立

高校・高専・
専修学校
（高等課程）
大学・短大・
専修学校
（専門課程）

上限所得の目安

600万円程度

770万円程度

550万円程度

740万円程度

世帯構成

両親と中学生（対象）の3人世帯

両親と中学生（対象）、小学生の4人世帯

両親と高校生（対象）の3人世帯

両親と高校生（対象）、中学生の4人世帯

対象

高校入学

大学入学

入入入入入入入入入入入入学学学学学学学学学学学学準準準準準準準準準準準準備備備備備備備備備備備備金金金金金金金金金金金金のののののののののののの貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸しししししししししししし付付付付付付付付付付付付けけけけけけけけけけけけ（（（（（（（（（（（（111111111111月月月月月月月月月月月月申申申申申申申申申申申申請請請請請請請請請請請請））））））））））））
高校（特別支援学校を含む）や高等専門学校（高専）、専修学校（一般課程を除く）、大学、短大に入学する人の保
護者に入学準備金を貸し付けます。※学校教育法に規定されていない各種学校は対象外です。 �次の①～④の
全てに該当する人①市内に1年以上居住し、市税を完納している②来年度に高校や高専、専修学校、大学・短大
への入学が確実な人の保護者である③入学準備金の調達が困難である④連帯保証人がいる 【貸付額】表1のとお
り 【世帯の上限所得の目安】表2のとおり �申請書と推薦書（いずれも教育総務課にある。市ホームページから
ダウンロードも可）に必要事項を記入し、住民票（申請者の世帯全員、本籍と続柄が記載されたもの、写し可）と、
連帯保証人が市内に居住していない人の場合は、連帯保証人の収入状況を証する物（所得証明書、源泉徴収票な
ど）と住民票（個人、本籍が記載されたもの、写し可）を用意して、令和3年1月5日㈫～20日㈬に直接、教育総務課へ

※世帯の所得状況などを審査し、予算の範囲内で貸し付けます（所得は税法
上の総所得金額）。

【表2】

教育総務課 �775―9469・�776―2250

※いずれも6カ月据え置き後に返済開始です（無利子）。

【表1】
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年
末
年
始
の
上
尾
、
桶
川
、

伊
奈
衛
生
組
合
の
業
務

12
月
30
日
㈬
〜
令
和
3
年
1
月

3
日
㈰
は
、
衛
生
組
合
の
業
務
は

休
み
で
す
。
�
上
尾
、
桶
川
、
伊

奈
衛
生
組
合
�
728
―

6
0
7
1
・

�
728
―

6
0
7
2

プ
ラ
ザ
22
の
会
議
室
の

貸
し
出
し
を
再
開

令
和
3
年
1
月
4
日
㈪
か
ら
第

2
会
議
室
だ
け
貸
し
出
し
を
再
開

し
ま
す
。
�
12
月
4
日
㈮
9
時

か
ら
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
で

�
商
工
課
�
777
―

4
4
4
1
・
�

775
―

5
0
2
4

東
日
本
大
震
災
に
よ
り

避
難
し
て
い
る
子
ど
も
の

入
学
手
続
き

令
和
3
年
度
に
小
・
中
学
校
に

入
学
す
る
子
ど
も
の
保
護
者
へ
、

令
和
3
年
1
月
中
旬
に
｢入
学
通

知
書
｣を
郵
送
し
ま
す
。
上
尾
市

に
住
民
登
録
を
し
な
い
で
避
難
し

て
い
る
場
合
は
、
入
学
通
知
書
が

届
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
対
象
の
子
ど
も
が
い
る
保
護

者
は
、
早
め
に
学
務
課
に
連
絡
の

上
、手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
※

現
在
、
市
内
の
小
学
校
に
通
学
し

て
い
る
子
ど
も
の
中
学
校
の
入
学

通
知
書
は
、
小
学
校
を
通
し
て
配

布
し
ま
す
。
�
小
学
校
／
平
成

26
年
4
月
2
日
〜
27
年
4
月
1
日

生
ま
れ
の
子
ど
も

中
学
校
／
平

成
20
年
4
月
2
日
〜
21
年
4
月
1

日
生
ま
れ
の
子
ど
も

�
子
ど
も

の
氏
名
・
生
年
月
日
・
住
民
登
録

地
が
分
か
る
物（
健
康
保
険
証
な

ど
）、
保
護
者
の
本
人
確
認
が
で

き
る
物（
自
動
車
運
転
免
許
証
な

ど
）、
上
尾
市
で
の
居
住
証
明（
賃

貸
借
契
約
書
な
ど
）を
用
意
し
て
、

直
接
、
学
務
課
へ

※
転
入
学
の

児
童
生
徒
の
手
続
き
も
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
�
学
務
課
�

775
―

9
6
0
4
・
�
775
―

5
6
3
3

小
・
中
学
校

入
学
通
知
書
の
発
送

令
和
3
年
1
月
1
日
現
在
、
市

内
に
住
民
登
録
が
あ
る
小
・
中
学

校
入
学
対
象
者
の
保
護
者
へ
、
令

和
3
年
1
月
中
旬
に
｢入
学
通
知

書
｣（
は
が
き
）を
郵
送
し
ま
す
。

※
入
学
通
知
書
が
届
か
な
い
／
住

民
登
録
の
な
い
子
ど
も
で
小
・
中

学
校
に
入
学
を
希
望
す
る
／
無
戸

籍
の
子
ど
も
が
入
学
す
る
な
ど
の

場
合
は
、
学
務
課
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。
国
・
県
・
私
立
の

小
・
中
学
校
へ
入
学
す
る
人
は
、

「
入
学
届
」と
｢入
学
許
可（
承
諾
）

書
｣な
ど
を
学
務
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
①
小
学
校

平
成

26
年
4
月
2
日
〜
27
年
4
月
1
日

生
ま
れ
の
子
ど
も
の
保
護
者
へ
、

入
学
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す
。
内

容
を
確
認
の
上
、
｢入
学
届
｣に
必

要
事
項
を
記
入
・
押
印
し
て
、
入

学
説
明
会
当
日
に
小
学
校
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
②
中
学
校

平

成
20
年
4
月
2
日
〜
21
年
4
月
1

日
生
ま
れ
の
子
ど
も
の
保
護
者

へ
、
現
在
通
学
し
て
い
る
小
学
校

を
通
し
て
入
学
通
知
書
を
配
布
し

ま
す
。
内
容
を
確
認
の
上
、
｢入
学

届
｣に
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印

し
て
、
小
学
校
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
※
私
立
小
学
校
や
市
外

の
小
学
校
へ
通
学
し
て
い
る
場
合

は
、
自
宅
に
郵
送
し
ま
す
。
【
①

②
共
通
】入
学
通
知
書
を
受
け
取
っ

た
後
に
学
区
外
へ
市
内
転
居
す
る

人
、
ま
た
は
令
和
3
年
1
月
1
日

以
降
に
他
市
区
町
村
か
ら
転
入
す

る
人
に
は
、
市
民
課
ま
た
は
各
支

所
・
出
張
所
へ
転
居
・
転
入
届
を

提
出
後
、
学
務
課
で
入
学
通
知
書

を
発
行
し
ま
す
。
�
学
務
課
�

775
―

9
6
0
4
・
�
775
―

5
6
3
3

ス
ポ
ー
ツ・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ア
ッ
プ
て
い
る
体
操

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
視
聴
し
な
が
ら
自
宅
で
で
き
る

体
操
で
す
。
運
動
不
足
の
解
消
を

図
る
と
と
も
に
、
体
の
柔
ら
か
さ

や
筋
力
、
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
取
り

戻
し
、
健
康
な
体
を
作
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
市
公
式
動
画
チ
ャ
ン

チ

ュ

ー

ブ

ネ
ル
｢あ
げ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
｣か
ら
ご
覧

く
だ
さ
い
。
【
配
信
期
間
】12
月

1
日
㈫
〜
令
和
3
年
2
月
28
日
㈰

�
上
尾
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
リ
ハ
ビ
リ
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
・
ア
ク
テ
ィ
内
）�

871
―

8
5
2
4
・
�
871
―

8
5
2
0

卓
球
愛
好
者
教
室

�
令
和
3
年
1
月
18
日
㈪
・
25
日

㈪
、
2
月
1
日
㈪
・
8
日
㈪
・
17

日
㈬
・
22
日
㈪
13
〜
15
時（
全
6

回
）
�
市
民
体
育
館
【
講
師
】

市
卓
球
連
盟

�
市
内
に
在
住
・

在
勤
・
在
ク
ラ
ブ
の
人（
初
心
者

も
可
）
�
2
、5
0
0
円

�
30

人（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

�
ラ
ケ
ッ
ト
、
タ
オ
ル
、
体
育
館

用
上
履
き
、
飲
み
物
【
服
装
】運

動
が
で
き
る
服
装

�
往
復
は
が

き
に
教
室
名
、
住
所
、
氏
名（
ふ

り
が
な
）、
性
別
、
電
話
番
号
を

記
入
し
て
、
12
月
17
日
㈭
ま
で

（
必
着
）に
市
民
体
育
館（
〒
362
―

0

0
4
5
向
山
4
―

3
―

10
）へ

�

市
民
体
育
館
�
781
―

8
1
1
1
・

�
781
―

8
1
1
3

冬
休
み
短
期

ス
ケ
ー
ト
教
室

�
12
月
28
日
㈪
〜
30
日
㈬
9
時
〜

9
時
45
分

�
埼
玉
ア
イ
ス
ア

リ
ー
ナ（
日
の
出
4
―

386
）
�
専

属
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
基
礎
を

指
導
し
、
楽
し
く
ス
ケ
ー
ト
の
技

術
を
身
に
付
け
る

�
4
歳
児
〜

中
学
生

�
6
千
円

�
100
人

（
先
着
順
）
�
12
月
1
日
㈫
〜
20

日
㈰
10
〜
17
時
に
電
話
で
埼
玉
ア

イ
ス
ア
リ
ー
ナ
へ

�
埼
玉
ア
イ

ス
ア
リ
ー
ナ
�
775
―

3
4
5
6

市
民
球
場
の
利
用
を
休
止

芝
生
養
生
の
た
め
、
12
月
1
日

㈫
〜
令
和
3
年
3
月
31
日
㈬
は
、

利
用
を
休
止
し
ま
す
。
4
月
1
日

㈭
以
降
の
予
約
は
、
2
月
1
日
㈪

か
ら
受
け
付
け
ま
す
。
�
上
平

公
園
管
理
事
務
所
�
776
―

8
9
8

6
・
�
776
―

3
3
2
2

募

集

生
活
困
窮
者
相
談
窓
口

相
談
員

【
期
間
】令
和
3
年
1
月
1
日
㈷
〜

3
月
31
日
㈬
【
勤
務
日
・
時
間
】

週
4
日
・
9
〜
17
時
【
勤
務
地
】

生
活
支
援
課

�
生
活
困
窮
者
相

談
窓
口
の
相
談
な
ど

�
次
の
①

②
の
い
ず
れ
か
の
人
①
社
会
福
祉

士
ま
た
は
精
神
保
健
福
祉
士
の
資

格
を
有
す
る
②
福
祉
業
務
の
実
務

経
験
が
3
年
以
上
あ
り
福
祉
行
政

へ
の
理
解
と
働
く
意
欲
が
あ
る

【
報
酬
】月
額
11
万
5
、3
0
0
円

�
1
人
【
面
接
日
】12
月
18
日
㈮

�
履
歴
書
、
自
己
紹
介
書（
い
ず

れ
も
生
活
支
援
課
に
あ
る
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
可
）に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
12
月
15
日
㈫
ま
で（
必
着
）に

直
接
ま
た
は
郵
送
で
生
活
支
援
課

（
〒
362
―

8
5
0
1
本
町
3
―

1
―

1
）へ

�
生
活
支
援
課
�
729
―

4

8
3
5
・
�
776
―

8
8
7
2

■学校図書館支援員
【期間】令和3年4月6日㈫～令和4年3月17日（予定）
【勤務日・時間】㈪～㈮（㈷を除く）10～16時の間で
1日5時間以内（予定） �市内の小・中学校で、学校
図書館運営の補助として本の登録・分類・整理・配
架・利用指導・電子台帳化作業・読み聞かせなどを
支援 �学校教育に理解があり、次の①～④のいず
れかに該当する人①司書、司書補、司書教諭、教諭
のいずれかの資格を有している②教職経験者、教職

志願者③図書の入力作業や検索作業のためのパソコ
ン操作ができる④図書や読書への関心が高く、子ど
もが好き 【時給】960円～（令和2年度実績）【通勤
手当】距離により支給 �30人程度 �申請書（指導
課にある。市ホームページからダウンロードも可）
に必要事項を記入して、令和3年1月6日㈬までに直
接または郵送（6日消印有効）で指導課（〒362―8501本
町3―1―1）へ

①アッピースマイルサポーター
【勤務日・時間】⑴㈪～㈮の週5日（㈷・長期休業中を
除く）1日6時間⑵㈪～㈮のうち週4日（㈷・長期休業
中を除く）1日4時間30分 �市内の小・中学校と平
方幼稚園で、介助や支援を必要とする児童などの学
習や自立を支援 【時給】960円～（令和2年度実績）
※⑴は社会保険に加入します。 �88人（予定）
②特別支援学級補助員
【勤務日・時間】㈪～㈮の週5日（㈷・長期休業中を除
く）1日7時間 �市内の小学校の特別支援学級担任
の補助をし、介助などが必要な児童を支援 【日給】
7，300円～（令和2年度実績） ※社会保険に加入しま
す。 �22人（予定）

③スクール・サポート・スタッフ
【勤務日・時間】㈪～㈮のうち週2日または週4日
（㈷・長期休業中を除く）1日3時間 �市内の小・中
学校で学習プリントなどの印刷・配布準備、授業準
備の補助など、教員の業務を支援 【時給】960円～
（令和2年度実績） �33～66人（予定）
●①～③共通 【期間】令和3年4月1日㈭～令和4年3
月31日 �学校教育に理解があり、働く意欲のある
人 【通勤手当】距離により支給 【面接日】令和3年1
月25日㈪～27日㈬のいずれか �申請書（学務課に
ある。市ホームページからダウンロードも可）に必
要事項を記入して、12月8日㈫～令和3年1月14日㈭
に直接、学務課へ

■日本語指導職員
【期間】令和3年4月下旬～令和4年3月下旬（予定）
【勤務日・時間】㈪～㈮のうち、週2～4日程度（㈷・
長期休業中を除く）・1日3時間以内（予定） �外国
籍子女などで日本語が理解できない児童・生徒の在
籍する市内の小・中学校で、日本語習得のための援
助と指導 �学校教育に理解があり、次の①～③の
いずれかに該当する人①教員免許を有している②教
員免許を有してはいないが、外国語に堪能である③

日本語指導の経験がある 【時給】1，110円～（令和2
年度実績）【通勤手当】距離により支給（予定） �
20人程度 �申請書（学務課にある。市ホームペー
ジからダウンロードも
可）に必要事項を記入し
て、令和3年1月6日㈬ま
でに直接または郵送（6日
消印有効）で学務課（〒
362―8501本町3―1―1）へ

▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲ 小・中学校の臨時職員 ▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼

指導課 �775―9672・�775―5633

学務課 �775―9604・�775―5633

学務課 �775―9604・�775―5633
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年
末
年
始
の
上
尾
、
桶
川
、

伊
奈
衛
生
組
合
の
業
務

12
月
30
日
㈬
〜
令
和
3
年
1
月

3
日
㈰
は
、
衛
生
組
合
の
業
務
は

休
み
で
す
。
�
上
尾
、
桶
川
、
伊

奈
衛
生
組
合
�
728
―

6
0
7
1
・

�
728
―

6
0
7
2

プ
ラ
ザ
22
の
会
議
室
の

貸
し
出
し
を
再
開

令
和
3
年
1
月
4
日
㈪
か
ら
第

2
会
議
室
だ
け
貸
し
出
し
を
再
開

し
ま
す
。
�
12
月
4
日
㈮
9
時

か
ら
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
で

�
商
工
課
�
777
―

4
4
4
1
・
�

775
―

5
0
2
4

東
日
本
大
震
災
に
よ
り

避
難
し
て
い
る
子
ど
も
の

入
学
手
続
き

令
和
3
年
度
に
小
・
中
学
校
に

入
学
す
る
子
ど
も
の
保
護
者
へ
、

令
和
3
年
1
月
中
旬
に
｢入
学
通

知
書
｣を
郵
送
し
ま
す
。
上
尾
市

に
住
民
登
録
を
し
な
い
で
避
難
し

て
い
る
場
合
は
、
入
学
通
知
書
が

届
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
対
象
の
子
ど
も
が
い
る
保
護

者
は
、
早
め
に
学
務
課
に
連
絡
の

上
、手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
※

現
在
、
市
内
の
小
学
校
に
通
学
し

て
い
る
子
ど
も
の
中
学
校
の
入
学

通
知
書
は
、
小
学
校
を
通
し
て
配

布
し
ま
す
。
�
小
学
校
／
平
成

26
年
4
月
2
日
〜
27
年
4
月
1
日

生
ま
れ
の
子
ど
も

中
学
校
／
平

成
20
年
4
月
2
日
〜
21
年
4
月
1

日
生
ま
れ
の
子
ど
も

�
子
ど
も

の
氏
名
・
生
年
月
日
・
住
民
登
録

地
が
分
か
る
物（
健
康
保
険
証
な

ど
）、
保
護
者
の
本
人
確
認
が
で

き
る
物（
自
動
車
運
転
免
許
証
な

ど
）、
上
尾
市
で
の
居
住
証
明（
賃

貸
借
契
約
書
な
ど
）を
用
意
し
て
、

直
接
、
学
務
課
へ

※
転
入
学
の

児
童
生
徒
の
手
続
き
も
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
�
学
務
課
�

775
―

9
6
0
4
・
�
775
―

5
6
3
3

小
・
中
学
校

入
学
通
知
書
の
発
送

令
和
3
年
1
月
1
日
現
在
、
市

内
に
住
民
登
録
が
あ
る
小
・
中
学

校
入
学
対
象
者
の
保
護
者
へ
、
令

和
3
年
1
月
中
旬
に
｢入
学
通
知

書
｣（
は
が
き
）を
郵
送
し
ま
す
。

※
入
学
通
知
書
が
届
か
な
い
／
住

民
登
録
の
な
い
子
ど
も
で
小
・
中

学
校
に
入
学
を
希
望
す
る
／
無
戸

籍
の
子
ど
も
が
入
学
す
る
な
ど
の

場
合
は
、
学
務
課
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。
国
・
県
・
私
立
の

小
・
中
学
校
へ
入
学
す
る
人
は
、

「
入
学
届
」と
｢入
学
許
可（
承
諾
）

書
｣な
ど
を
学
務
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
①
小
学
校

平
成

26
年
4
月
2
日
〜
27
年
4
月
1
日

生
ま
れ
の
子
ど
も
の
保
護
者
へ
、

入
学
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す
。
内

容
を
確
認
の
上
、
｢入
学
届
｣に
必

要
事
項
を
記
入
・
押
印
し
て
、
入

学
説
明
会
当
日
に
小
学
校
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
②
中
学
校

平

成
20
年
4
月
2
日
〜
21
年
4
月
1

日
生
ま
れ
の
子
ど
も
の
保
護
者

へ
、
現
在
通
学
し
て
い
る
小
学
校

を
通
し
て
入
学
通
知
書
を
配
布
し

ま
す
。
内
容
を
確
認
の
上
、
｢入
学

届
｣に
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印

し
て
、
小
学
校
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
※
私
立
小
学
校
や
市
外

の
小
学
校
へ
通
学
し
て
い
る
場
合

は
、
自
宅
に
郵
送
し
ま
す
。
【
①

②
共
通
】入
学
通
知
書
を
受
け
取
っ

た
後
に
学
区
外
へ
市
内
転
居
す
る

人
、
ま
た
は
令
和
3
年
1
月
1
日

以
降
に
他
市
区
町
村
か
ら
転
入
す

る
人
に
は
、
市
民
課
ま
た
は
各
支

所
・
出
張
所
へ
転
居
・
転
入
届
を

提
出
後
、
学
務
課
で
入
学
通
知
書

を
発
行
し
ま
す
。
�
学
務
課
�

775
―

9
6
0
4
・
�
775
―

5
6
3
3

ス
ポ
ー
ツ・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ア
ッ
プ
て
い
る
体
操

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
視
聴
し
な
が
ら
自
宅
で
で
き
る

体
操
で
す
。
運
動
不
足
の
解
消
を

図
る
と
と
も
に
、
体
の
柔
ら
か
さ

や
筋
力
、
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
取
り

戻
し
、
健
康
な
体
を
作
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
市
公
式
動
画
チ
ャ
ン

チ

ュ

ー

ブ

ネ
ル
｢あ
げ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
｣か
ら
ご
覧

く
だ
さ
い
。
【
配
信
期
間
】12
月

1
日
㈫
〜
令
和
3
年
2
月
28
日
㈰

�
上
尾
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
リ
ハ
ビ
リ
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
・
ア
ク
テ
ィ
内
）�

871
―

8
5
2
4
・
�
871
―

8
5
2
0

卓
球
愛
好
者
教
室

�
令
和
3
年
1
月
18
日
㈪
・
25
日

㈪
、
2
月
1
日
㈪
・
8
日
㈪
・
17

日
㈬
・
22
日
㈪
13
〜
15
時（
全
6

回
）
�
市
民
体
育
館
【
講
師
】

市
卓
球
連
盟

�
市
内
に
在
住
・

在
勤
・
在
ク
ラ
ブ
の
人（
初
心
者

も
可
）
�
2
、5
0
0
円

�
30

人（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

�
ラ
ケ
ッ
ト
、
タ
オ
ル
、
体
育
館

用
上
履
き
、
飲
み
物
【
服
装
】運

動
が
で
き
る
服
装

�
往
復
は
が

き
に
教
室
名
、
住
所
、
氏
名（
ふ

り
が
な
）、
性
別
、
電
話
番
号
を

記
入
し
て
、
12
月
17
日
㈭
ま
で

（
必
着
）に
市
民
体
育
館（
〒
362
―

0

0
4
5
向
山
4
―

3
―

10
）へ

�

市
民
体
育
館
�
781
―

8
1
1
1
・

�
781
―

8
1
1
3

冬
休
み
短
期

ス
ケ
ー
ト
教
室

�
12
月
28
日
㈪
〜
30
日
㈬
9
時
〜

9
時
45
分

�
埼
玉
ア
イ
ス
ア

リ
ー
ナ（
日
の
出
4
―

386
）
�
専

属
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
基
礎
を

指
導
し
、
楽
し
く
ス
ケ
ー
ト
の
技

術
を
身
に
付
け
る

�
4
歳
児
〜

中
学
生

�
6
千
円

�
100
人

（
先
着
順
）
�
12
月
1
日
㈫
〜
20

日
㈰
10
〜
17
時
に
電
話
で
埼
玉
ア

イ
ス
ア
リ
ー
ナ
へ

�
埼
玉
ア
イ

ス
ア
リ
ー
ナ
�
775
―

3
4
5
6

市
民
球
場
の
利
用
を
休
止

芝
生
養
生
の
た
め
、
12
月
1
日

㈫
〜
令
和
3
年
3
月
31
日
㈬
は
、

利
用
を
休
止
し
ま
す
。
4
月
1
日

㈭
以
降
の
予
約
は
、
2
月
1
日
㈪

か
ら
受
け
付
け
ま
す
。
�
上
平

公
園
管
理
事
務
所
�
776
―

8
9
8

6
・
�
776
―

3
3
2
2

募

集

生
活
困
窮
者
相
談
窓
口

相
談
員

【
期
間
】令
和
3
年
1
月
1
日
㈷
〜

3
月
31
日
㈬
【
勤
務
日
・
時
間
】

週
4
日
・
9
〜
17
時
【
勤
務
地
】

生
活
支
援
課

�
生
活
困
窮
者
相

談
窓
口
の
相
談
な
ど

�
次
の
①

②
の
い
ず
れ
か
の
人
①
社
会
福
祉

士
ま
た
は
精
神
保
健
福
祉
士
の
資

格
を
有
す
る
②
福
祉
業
務
の
実
務

経
験
が
3
年
以
上
あ
り
福
祉
行
政

へ
の
理
解
と
働
く
意
欲
が
あ
る

【
報
酬
】月
額
11
万
5
、3
0
0
円

�
1
人
【
面
接
日
】12
月
18
日
㈮

�
履
歴
書
、
自
己
紹
介
書（
い
ず

れ
も
生
活
支
援
課
に
あ
る
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
可
）に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
12
月
15
日
㈫
ま
で（
必
着
）に

直
接
ま
た
は
郵
送
で
生
活
支
援
課

（
〒
362
―

8
5
0
1
本
町
3
―

1
―

1
）へ

�
生
活
支
援
課
�
729
―

4

8
3
5
・
�
776
―

8
8
7
2

■学校図書館支援員
【期間】令和3年4月6日㈫～令和4年3月17日（予定）
【勤務日・時間】㈪～㈮（㈷を除く）10～16時の間で
1日5時間以内（予定） �市内の小・中学校で、学校
図書館運営の補助として本の登録・分類・整理・配
架・利用指導・電子台帳化作業・読み聞かせなどを
支援 �学校教育に理解があり、次の①～④のいず
れかに該当する人①司書、司書補、司書教諭、教諭
のいずれかの資格を有している②教職経験者、教職

志願者③図書の入力作業や検索作業のためのパソコ
ン操作ができる④図書や読書への関心が高く、子ど
もが好き 【時給】960円～（令和2年度実績）【通勤
手当】距離により支給 �30人程度 �申請書（指導
課にある。市ホームページからダウンロードも可）
に必要事項を記入して、令和3年1月6日㈬までに直
接または郵送（6日消印有効）で指導課（〒362―8501本
町3―1―1）へ

①アッピースマイルサポーター
【勤務日・時間】⑴㈪～㈮の週5日（㈷・長期休業中を
除く）1日6時間⑵㈪～㈮のうち週4日（㈷・長期休業
中を除く）1日4時間30分 �市内の小・中学校と平
方幼稚園で、介助や支援を必要とする児童などの学
習や自立を支援 【時給】960円～（令和2年度実績）
※⑴は社会保険に加入します。 �88人（予定）
②特別支援学級補助員
【勤務日・時間】㈪～㈮の週5日（㈷・長期休業中を除
く）1日7時間 �市内の小学校の特別支援学級担任
の補助をし、介助などが必要な児童を支援 【日給】
7，300円～（令和2年度実績） ※社会保険に加入しま
す。 �22人（予定）

③スクール・サポート・スタッフ
【勤務日・時間】㈪～㈮のうち週2日または週4日
（㈷・長期休業中を除く）1日3時間 �市内の小・中
学校で学習プリントなどの印刷・配布準備、授業準
備の補助など、教員の業務を支援 【時給】960円～
（令和2年度実績） �33～66人（予定）
●①～③共通 【期間】令和3年4月1日㈭～令和4年3
月31日 �学校教育に理解があり、働く意欲のある
人 【通勤手当】距離により支給 【面接日】令和3年1
月25日㈪～27日㈬のいずれか �申請書（学務課に
ある。市ホームページからダウンロードも可）に必
要事項を記入して、12月8日㈫～令和3年1月14日㈭
に直接、学務課へ

■日本語指導職員
【期間】令和3年4月下旬～令和4年3月下旬（予定）
【勤務日・時間】㈪～㈮のうち、週2～4日程度（㈷・
長期休業中を除く）・1日3時間以内（予定） �外国
籍子女などで日本語が理解できない児童・生徒の在
籍する市内の小・中学校で、日本語習得のための援
助と指導 �学校教育に理解があり、次の①～③の
いずれかに該当する人①教員免許を有している②教
員免許を有してはいないが、外国語に堪能である③

日本語指導の経験がある 【時給】1，110円～（令和2
年度実績）【通勤手当】距離により支給（予定） �
20人程度 �申請書（学務課にある。市ホームペー
ジからダウンロードも
可）に必要事項を記入し
て、令和3年1月6日㈬ま
でに直接または郵送（6日
消印有効）で学務課（〒
362―8501本町3―1―1）へ

▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲ 小・中学校の臨時職員 ▼▲▼▲▼▲▼▲▼▲▼

指導課 �775―9672・�775―5633

学務課 �775―9604・�775―5633

学務課 �775―9604・�775―5633
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ア
ッ
ピ
ー

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
説
明
会

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

仲
間
や
生
き
が
い
を
見
つ
け
て
み

ま
せ
ん
か
。
�
①
12
月
4
日
㈮
・

8
日
㈫
、
令
和
3
年
1
月
8
日

㈮
・
12
日
㈫
、
2
月
5
日
㈮
・
9

日
㈫
の
い
ず
れ
も
10
時
〜
、
13
時

30
分
〜
②
12
月
7
日
㈪
10
時
〜

�
①
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か

み
ひ
ら
事
務
所（
平
塚
3
0
0
1
）

②
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
大
谷

本
郷
事
務
所（
大
谷
本
郷
982
―

1
）

�
市
内
に
在
住
の
健
康
で
就
業
意

欲
の
あ
る
原
則
60
歳
以
上
の
人

※
②
は
女
性
だ
け
で
す
。
�
希

望
日
の
前
日
ま
で
に
電
話
で
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

�
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
�
779
―

5
5

2
5
・
�
776
―

1
0
7
4

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

ス
ポ
ー
ツ
推
進
の
た
め
の
事
業

実
施
に
係
る
連
絡
調
整
や
、
教
育

機
関
ま
た
は
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
行

う
ス
ポ
ー
ツ
行
事
の
実
施
に
援
助

を
行
う
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
を
募

集
し
ま
す
。
【
任
期
】令
和
3
年

4
月
1
日
㈭
〜
令
和
5
年
3
月
31

日

�
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
で
令
和
3
年
4
月
1
日
現
在
、

満
20
歳
以
上
60
歳
未
満
で
、
健
康

状
態
が
良
好
な
人
【
報
酬
】事
業

な
ど
に
よ
り
異
な
る

※
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
�

若
干
名

�
申
込
書（
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
、
市
民
体
育
館
に
あ
る
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
可
）に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
、
12
月
1
日
㈫
〜
令
和
3

年
1
月
8
日
㈮（
必
着
）に
直
接
か

郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル

で
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
〒
362
―

8
5

0
1
本
町
3
―

1
―

1
）へ

�
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
�
781
―
8
1
1
2
・

�
775
―

6
6
0
8
・
�s725700

@
city.ageo.lg.jp

講

座

救
命
講
習
会

普
通
救
命
講
習
Ⅰ

�
令
和
3
年
1
月
13
日
㈬
13
時
30

分
〜
16
時
30
分

�
市
消
防
本
部

�
成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
法
、

自
動
体
外
式
除
細
動
器（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）

の
使
用
方
法
な
ど

�
市
内
に
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
中
学
生
以
上

�
8
人（
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
）
�
12
月
14
日
㈪
〜
21
日

㈪（
必
着
）に
、
市
電
子
申
請
・
届

出
サ
ー
ビ
ス（
�https

://s―ka
ntan.jp

/city ―ageo
―saitam

a ―u/

）か
ら
電
子
申
請
ま
た
は
往

復
は
が
き
に
講
習
日
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、

在
勤
の
人
は
勤
務
先
名
、
在
学
の

人
は
学
校
名
を
記
入
し
て
、
東
消

防
署
管
理
課（
〒
362
―

0
0
1
3
上

尾
村
537
）へ

�
東
消
防
署
管
理

課
�
775
―

1
3
1
0
・
�
770
―

1
9

0
2ア

ラ
イ
グ
マ
捕
獲
従
事
者

養
成
研
修
会

市
内
で
ア
ラ
イ
グ
マ
に
よ
る
農

作
物
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
の
研
修
会
を
受
講
す
る
と
、
狩

猟（
わ
な
）免
許
が
な
く
て
も
、
ア

ラ
イ
グ
マ
に
限
り
捕
獲
従
事
者
と

し
て
捕
獲
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
�
12
月
22
日
㈫
①
10
〜
12

時
②
14
〜
16
時

�
上
尾
公
民
館

�
ア
ラ
イ
グ
マ
の
生
態
や
捕
獲
器

ふ
る
や
ま
す

の
使
い
方
な
ど
【
講
師
】古
谷
益

お朗
さ
ん（
ネ
イ
チ
ャ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
）
�
市
内
に
在
住
の
18
歳
以

上
の
人

�
各
30
人（
先
着
順
）

�
本
人
確
認
が
で
き
る
物（
自
動

車
運
転
免
許
証
な
ど
）
�
12
月

14
日
㈪
ま
で
に
電
話
で
農
政
課
へ

�
農
政
課
�
775
―

7
3
8
4
・
�

775
―

9
8
7
2

1954年、東京都生まれ。作家。｢谷根
千｣の愛称で親しまれ｢下町｣ブームの
きっかけともなった地域雑誌｢谷中・根
津・千駄木｣を1984年に創刊。著書に『鷗
外の坂』（芸術選奨文部大臣新人賞）、
『｢即興詩人」のイタリア』（JTB紀行文学
大賞）、『『青鞜』の冒険』（紫式部文学
賞）、『谷根千のイロハ』『本とあるく旅』
『またいつか歩きたい町』など多数。
また、東京藝術大学旧奏楽堂、東京駅、不忍池などの保存
保全に関わり、サントリー地域文化賞、日本建築学会文化賞
を受賞。文化庁文化審議会委員。

地域デビュー支援事業

｢暮らすのが
楽しいまちづくり」
市民活動支援センター �778―1810・�778―1820

�s53500＠city.ageo.lg.jp

地域を見つめ、人と語り合い、まちの魅力を伝え続
ける森まゆみさんの講演です。地域活動へ一歩踏み出
すきっかけを見つけてみませんか。 �令和3年1月30日
㈯13時30分～16時（開場／13時） �文化センター �

や

森まゆみさんの講演「暮らすのが楽しいまちづくり～谷
ね せん

根千の36年～」 �250人（先着順） �12月1日㈫9時か
ら住所、氏名、年齢、電話番号を直接か電話（㈪を除く）
またはファクス、メールで市民活動支援センターへ ※
手話通訳を希望する人は、令和3年1月15日㈮までに直
接かファクスまたはメールで市民活動支援センターに
申し込んでください。

【プロフィル】もり・まゆみ
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催

し

上
尾
市
民
駅
伝
競
走
大
会
の

中
止令

和
3
年
2
月
14
日
㈰
に
開
催

を
予
定
し
て
い
た
上
尾
市
民
駅
伝

競
走
大
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

中
止
し
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
�
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
�
781
―

8
1
1
2
・
�

775
―

6
6
0
8

近
隣
観
光
協
会

�
駅

でde
ほ
っ
と
市
�

�
12
月
19
日
㈯
12
〜
17
時

�
Ｊ

Ｒ
上
尾
駅
自
由
通
路

�
上
尾
市

と
近
隣
の
観
光
協
会（
鴻
巣
市
、桶

川
市
、
北
本
市
、
伊
奈
町
、
川
越

市
、
久
喜
市
、
行
田
市
）の
物
産

展

※
イ
ベ
ン
ト
・
ゆ
る
キ
ャ
ラ

の
出
演
は
あ
り
ま
せ
ん
。
�
市

観
光
協
会
�
775
―

5
9
1
7
・
�

775
―

5
0
2
4

キ
ラ
リ�
駅

でde

ク
リ
ス
マ
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト
�

�
12
月
20
日
㈰
13
〜
17
時

�
Ｊ

Ｒ
上
尾
駅
自
由
通
路

�
ク
リ
ス

マ
ス
に
関
す
る
食
品
や
雑
貨
を
販

売

�
市
観
光
協
会
�
775
―

5
9

1
7
・
�
775
―

5
0
2
4

く
ら
し
フ
ェ
ス
タ

消
費
生
活
展

�
令
和
3
年
1
月
7
日
㈭
〜
13
日

㈬
10
〜
15
時（
13
日
は
14
時
ま
で
）

�
市
役
所
ギ
ャ
ラ
リ
ー

�
市
消

費
者
団
体
連
絡
会
な
ど
に
よ
る
消

費
者
啓
発
パ
ネ
ル
の
展
示
、
市
内

福
祉
作
業
所
に
よ
る
手
作
り
製
品

の
販
売
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

※

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
と
は
家
庭
で

余
っ
て
い
る
缶
詰
な
ど
の
保
存
食

品
や
調
味
料
を
寄
付
し
て
も
ら

い
、
福
祉
施
設
な
ど
に
無
償
で
提

供
す
る
活
動
の
こ
と
で
す
。
今
回

は
市
内
の
子
供
食
堂
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
寄
付
さ
れ
ま
す
。
�
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
�
775
―
0
8
0
0
・

�
776
―

4
6
0
0

①公開講座｢有名ドクターから学ぶ！ 発達障害の人がその人らしく
生きるには」
市公式動画チャンネル｢あ
チューブ

げTube｣で配信します。 �
12月1日㈫9時～令和3年3月31
日㈬17時 �発達障害につい
ての知識と理解 【講師】市川
宏伸さん（〈一社〉日本発達障
害ネットワーク理事長）

●①②共通 講座
参加に係る注意事
項など詳しくは、
市ホームページを
ご覧ください。

②連続講座｢発達支援のプロから学ぶ！ 家族向け講座｣
ウ ェ ブ マ イ ク ロ ソ フ ト チ ー ム ズ

WEB会議アプリ｢Microsoft Teams｣によるオンライン講座を行います。 �・�下表のとおり �市内に在住
の小学生～高校生の発達障害の子どもがいる家族 �各30人（先着順） �各申込期間に市ホームページから電子
申請で

申込期間

12／1㈫～
令和3年1／6㈬

12／1㈫～
令和3年1／28㈭

12／1㈫～
令和3年2／25㈭

講師
ひろうみ リ タ リ コ

緒方広海さん（LITALICOジュニアサポート室チー
フスーパーバイザー）

たけし
鈴木 健さん（LITALICOライフ シニア・ライフコ
ンサルタント）
松井康次さん（LITALICOワークス大宮 センター長）

ふう た
河原風太さん（LITALICO就労マーケティング部）
こ ぶけ ゆい のぞみ
小更 由さん、藤井 望さん（LITALICOジュニア事
業部スーパーバイザー）

内容
発達障害のある子ども
の学齢期・思春期の関
わり方のコツ

ライフプランニング×
就労支援 ～進路、自
立に向けて今からでき
る準備～

発達障害のある子ども
への学習支援

とき
令和3年
1／14㈭
10：00～11：30

2／4㈭
10：00～11：30

3／4（木）
10：00～11：30

1

2

3

�����発達障害児家族支援講座�����
発達支援相談センター �776―6166・�776―6127

【プロフィル】いちかわ・ひろのぶ
医師、精神保健指定医、日本精神神経
学会専門医などの資格を有し、（一社）日
本発達障害ネットワーク理事長、埼玉県
発達障害総合支援センター長などを兼
任。発達障害に関する多くの著書も出版。
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催
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の
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境
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ク
ラ
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ウ
咲

く
里
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で
楽
し
い
作
業

�
12
月

6
〜
27
日
の
毎
週
㈰
8
〜
12
時

（
小
雨
決
行
）
�
サ
ク
ラ
ソ
ウ
ト

ラ
ス
ト
地（
領
家
）
�
外
来
種
除

草
な
ど
の
管
理
作
業

�
200
円

�
飲
み
物
、
長
靴
、
軍
手

�
各

開
催
日
の
前
日
ま
で
に
電
話
で
上

尾
支
部
の
小
川
へ

�
小
川
�
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―

0
8
8
7

市
環
境
推
進
協
議
会
の
催
し

サ
ク
ラ
ソ
ウ
ト
ラ
ス
ト
地
の
管
理

作
業
と
自
然
観
察
会

軽
作
業
の

後
、
普
段
の
生
活
で
は
な
か
な
か

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
生
き
物
を

み
ん
な
で
探
し
ま
す
。専
門
家
が
、

生
態
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
ま

す
。親
子
で
の
参
加
も
歓
迎
で
す
。

�
12
月
12
日
㈯
9
時
40
分
〜
12
時

40
分（
雨
天
時
は
、
12
月
19
日
㈯

に
延
期
）
�
サ
ク
ラ
ソ
ウ
ト
ラ

ス
ト
地（
領
家
）
【
集
合
】養
護
老

人
ホ
ー
ム
恵
和
園
駐
車
場
・
9
時

30
分
ま
た
は
現
地
・
9
時
40
分

�
40
人（
先
着
順
）
�
軍
手
、
長

靴
、
飲
み
物
、
お
わ
ん
、
箸

※

温
か
い
豚
汁
を
用
意
し
ま
す
。
�

12
月
9
日
㈬
ま
で
に
住
所
、氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
電
話
ま
た
は

メ
ー
ル
で
環
境
政
策
課
へ

�
環

境
政
策
課
�
775
―

6
9
2
5
・
�

775
―

9
8
7
2
・
�s251000

＠
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ボ
ー
ト
レ
ー
ス
戸
田

12
月
の
開
催
日

収
益
金
は
、
都
市
基
盤
の
整
備

な
ど
に
利
用
さ
れ
ま
す
。
�
12

月
3
日
㈭
〜
7
日
㈪
、
11
日
㈮
〜

14
日
㈪
、
26
日
㈯
〜
31
日
㈭
【
場

外
発
売
】12
月
3
〜
7
日
、
11
〜

20
日
㈰
、
26
〜
31
日

�
埼
玉
県

都
市
競
艇
組
合
�
823
―
8
7
1
1
・

�
823
―

8
7
0
9

上平公民館 〒362-0008 上平中央3-31-5 �775-9308・�770-1102

測って健康・健康測定会 運動と栄養セ
ミナー
体組成計で筋肉と脂肪量のバランスを測定して、スギ薬局の管
理栄養士から運動と栄養を学ぶ

�令和3年1月20日㈬9：30～11：30 �市内に在
住・在勤のおおむね60歳以上 �15人（先着順）
�タオル、室内シューズ �12月1日㈫から直接
または電話で

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

す てき

素敵な御朱印帳づくり
和紙を使って、蛇腹式の世界に一つだけの御朱印帳を作る

�令和3年1月26日㈫13：30～15：30 �市内に在
住・在勤 �1,000円 �18人 �令和3年1月12
日㈫までに往復はがきまたはメール（�s723100@
city.ageo.lg.jp）で

大谷公民館 〒362-0044 大谷本郷949-1 �781-0892・�780-1113

親子教室｢クリスマス飾り巻きずし｣
親子で協力して、｢サンタクロースとトナカイ｣の飾り巻きずし
を作る

�12月19日㈯10：00～12：00 �市内に在住の小学
生と保護者 �1,000円 �4組（先着順） �エプ
ロン、バンダナ、布巾、ハンドタオル、ラップ、
持ち帰り用の容器 �12月1日㈫から電話で

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

子ども将棋教室～初心者大歓迎！～
基本のルールを学んで“将棋”の楽しさ・奥深さを体験する

�令和3年1月5日㈫・8日㈮13：30～15：30（全2回）
�市内に在住の小学生 �16人（先着順） �筆記
用具 �12月1日㈫から電話またはメール（�s723
500@city.ageo.lg.jp）で

26



方法
申し込み

応募者多数の場合は抽選です。講座名、住所、氏名（ふりがな）、電話番
号、年齢、学校名・学年（小・中学生）を記入の上、申込日まで（必着）
に各公民館へ　※往復はがきの場合は、1人（組）1枚に記入してくだ
さい。　※直接または電話は平日9:00～17:00だけ受け付けます。

上尾公民館 〒362-0017 二ツ宮750（文化センター内） �775-0185・�776-7366

ボタニカルアート～はじめての植物画～
植物の特徴が正確に描かれたボタニカルアートの制作を基礎か
ら学ぶ

�令和３年１月２５日～２月８日の毎週㈪１３：３０～１５：３０
（全３回） �市内に在住・在勤・在学 �１，０００円
�２０人 �令和３年１月１２日㈫までに往復はがきま
たはメール（�s７２３０００＠city.ageo.lg.jp）で

平方公民館 〒362-0059 平方905-1 �726-3446・�726-3991

歴史講座～若き日の渋沢栄一像～
埼玉県の偉人で、近代日本資本主義の父といわれる渋沢栄一の
人間力と魅力の礎になる若き日について

�令和３年１月20日㈬１０：３０～１２：００ �市内に在
住・在勤・在学 �３０人 �令和３年１月７日㈭ま
でに往復はがきまたはメール（�s７２３２００@city.
ageo.lg.jp）で

原市公民館 〒362-0021 原市3499 �721-4948・�721-4946

旅行気分が味わえるかも!?
わくわくロシア講座
ロシア出身の講師から文化を学び、民族衣装やマトリョーシカ
などの民芸品に触れ、楽しく交流することでロシアの魅力を堪
能する

�１２月２１日㈪１０：００～１２：００ �市内に在住・在勤
�２０人 �１２月１０日㈭までに往復はがきまたは
メール（�s７２３３００＠city.ageo.lg.jp）で

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

日本の伝統文化 子ども書き初め教室
正しい姿勢と筆使いを学び、1人一つ作品を仕上げる

�１２月26日㈯１3：3０～１５：３０ �市内に在住・在学
の小学3～6年生 �15人（先着順） �１２月１日㈫
から直接または電話で

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

終活講座～最高の人生を送るためのエン
ディングノート作り～
終活について理解と知識を深め、エンディングノートを作成す
る手順を学ぶ
１日目／生前整理と遺言書 ２日目／葬儀・お墓 ３日目／ハッ
ピーエンディングノートの作り方

�令和３年１月１２～２６日の毎週㈫１０：００～１２：００（全３
回） �市内に在住・在勤 �２０人 �１２月２５日
㈮までに往復はがきまたはメール（�s７２３３００＠
city.ageo.lg.jp）で

大石公民館 〒362-0063 小泉9-28-1 �726-6615・�726-6616

ライフプラン講座
～充実したシニアライフを送るために～
ライフプランの必要性などについて、｢シニアライフ｣｢マネー｣
｢健康｣の三つの側面から学ぶ

�令和3年1月14日㈭13：00～16：00 �市内に在
住・在勤 �25人 �12月18日㈮までに往復はが
きまたはメール（�s723400＠city.ageo.lg.jp）で

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

音楽講座
｢ベートーベン生誕250周年に想う｣
ベートーベンの作品や人となりを、ピアノ演奏や画像を交えて
楽しく学ぶ

�令和3年1月20日㈬13：30～15：00 �市内に在
住・在勤・在学 �20人 �12月22日㈫までに往
復はがきまたはメール(�s723400@city.ageo.lg.
jp)で

12�1月
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